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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水の処理システムであって、
　木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水を加熱することにより蒸発濃縮する蒸発器
と当該蒸発器によって蒸発させた気体を凝縮する凝縮器とを備えた蒸発濃縮装置と、
　前記蒸発濃縮装置の前記凝縮器により得られる凝縮水を活性汚泥により処理する活性汚
泥装置と、
　前記活性汚泥装置で発生する余剰汚泥の少なくとも一部を前記蒸発器により得られた濃
縮水と混合するための余剰汚泥回収配管と、
　前記蒸発器により得られた濃縮水および前記余剰汚泥回収配管により濃縮水に混合され
た余剰汚泥を蒸発乾燥する蒸発乾燥器と、
を有することを特徴とする有機物含有廃水処理システム。
【請求項２】
　前記活性汚泥装置は、前記凝縮水中の有機物を活性汚泥中の微生物によって分解する生
物処理と分離膜による固液分離処理とが行われる曝気槽を備えた膜分離活性汚泥装置であ
ることを特徴とする請求項１に記載の有機物含有廃水処理システム。
【請求項３】
　前記分離膜は、多孔性中空糸を構成部材とする膜濾過ユニットを含むことを特徴とする
請求項２に記載の有機物含有廃水処理システム。
【請求項４】
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　前記蒸発濃縮装置は、前記蒸発器から取り出した前記有機物含有廃水の一部を、加熱器
を経由して再び当該蒸発器に供給する循環ポンプを備えるフラッシュ型蒸発濃縮装置であ
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の有機物含有廃水処理システム
。
【請求項５】
　前記蒸発乾燥器は、前記蒸発器により得られた濃縮水および前記余剰汚泥回収配管によ
り濃縮水に混合された余剰汚泥を乾燥空間内に設けられた複数のディスクの表面で乾燥す
る多板層型乾燥器であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の有機物
含有廃水処理システム。
【請求項６】
　前記活性汚泥装置により得られる処理水を、前記蒸発器または前記凝縮器の洗浄水とし
て用いることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の有機物含有廃水処理シ
ステム。
【請求項７】
　木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水の処理方法であって、
　木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水を加熱することにより蒸発濃縮するととも
に、蒸発させた気体を凝縮する蒸発濃縮工程と、
　前記蒸発濃縮工程により得られる凝縮水を活性汚泥により処理する活性汚泥処理工程と
を有し、
　前記活性汚泥処理工程で発生する余剰汚泥の少なくとも一部を前記蒸発濃縮工程により
得られた濃縮水と混合し、
　前記蒸発濃縮工程において得られた濃縮水と、濃縮水に混合された余剰汚泥とを、蒸発
乾燥することを特徴とする有機物含有廃水の処理方法。
【請求項８】
　前記活性汚泥処理工程は、前記凝縮水中の有機物を前記活性汚泥中の微生物によって分
解する生物処理と、当該生物処理された当該凝縮水と当該活性汚泥とを多孔性中空糸を構
成部材とする膜濾過ユニットによって分離する固液分離処理と、を有することを特徴とす
る請求項７に記載の有機物含有廃水の処理方法。
【請求項９】
　前記蒸発濃縮工程において、循環ポンプを用いて前記有機物含有廃水の一部を蒸発器か
ら抜き取り、加熱器を経由して再び当該蒸発器に供給することを特徴とする請求項７又は
８に記載の有機物含有廃水の処理方法。
【請求項１０】
　前記蒸発濃縮工程において得られた濃縮水および濃縮水に混合された余剰汚泥を、乾燥
空間内に設けられた複数のディスクの表面で乾燥することを特徴とする請求項７乃至９の
いずれか１項に記載の有機物含有廃水の処理方法。
【請求項１１】
　前記活性汚泥処理工程により得られる処理水を、前記蒸発濃縮工程にて使用される蒸発
器または凝縮器の洗浄水として用いることを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に
記載の有機物含有廃水の処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機物含有廃水処理システムおよび有機物含有廃水の処理方法に関し、より
詳しくは、廃水を減容化するとともに良質の処理水を得る有機物含有廃水処理システムお
よび有機物含有廃水の処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高濃度な有機物や汚染物質を含む廃水をそのまま下水道放流や生物処理ができない場合
、廃水を蒸発濃縮処理により減容化し、産業廃棄物として引き取り処理が行われている。
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一般に、このような蒸発濃縮処理では、特許文献１では、多板型蒸発乾燥器を用いた加熱
により廃水を濃縮・減容化し、蒸発させた水蒸気を系外に放出している。特許文献２では
、ドラム型乾燥器の表面に廃水を供給して濃縮乾燥し、残存固形分を回収すると共に、蒸
発した有害な有機物を燃焼無害化している。また、水蒸気を凝縮器により冷却した凝縮水
として排出する場合もある。さらに、特許文献３では、蒸発器と凝縮器との間に蒸留塔を
設置することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２１６４９８号公報
【特許文献２】特開２００５－３２６０５３号公報
【特許文献３】特開２００５－１２５１５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来、濃縮処理に用いる蒸発濃縮装置では、廃水を加熱中に生じる突沸や発
泡によって水蒸気中に廃水の飛沫が混入する場合がある。このため、凝縮水の水質を悪化
させ処理水の放流や再利用に支障が出るという問題が生じる。また、蒸発器と凝縮器との
間に蒸留塔を設置した場合、水の沸点に近い沸点を示す有機物の分離は困難であり、さら
に、蒸留に多量のエネルギーを必要とするという問題がある。
　本発明の目的は、多量のエネルギーを加えることなく有機物含有廃水を減容化するとと
もに、放流や再利用に適した良質の処理水を得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下、［１］～［１１］に係る発明が提供される。
　　［１］請求項１に係る発明は、木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水の処理シ
ステムであって、木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水を加熱することにより蒸発
濃縮する蒸発器と当該蒸発器によって蒸発させた気体を凝縮する凝縮器とを備えた蒸発濃
縮装置と、前記蒸発濃縮装置の前記凝縮器により得られる凝縮水を活性汚泥により処理す
る活性汚泥装置と、前記活性汚泥装置で発生する余剰汚泥の少なくとも一部を前記蒸発器
により得られた濃縮水と混合するための余剰汚泥回収配管と、前記蒸発器により得られた
濃縮水および前記余剰汚泥回収配管により濃縮水に混合された余剰汚泥を蒸発乾燥する蒸
発乾燥器と、を有することを特徴とする有機物含有廃水処理システムである。
　　［２］請求項２に係る発明は、前記活性汚泥装置は、前記凝縮水中の有機物を活性汚
泥中の微生物によって分解する生物処理と分離膜による固液分離処理とが行われる曝気槽
を備えた膜分離活性汚泥装置であることを特徴とする請求項１に記載の有機物含有廃水処
理システムである。
　　［３］請求項３に係る発明は、前記分離膜は、多孔性中空糸を構成部材とする膜濾過
ユニットを含むことを特徴とする請求項２に記載の有機物含有廃水処理システムである。
　　［４］請求項４に係る発明は、前記蒸発濃縮装置は、前記蒸発器から取り出した前記
有機物含有廃水の一部を、加熱器を経由して再び当該蒸発器に供給する循環ポンプを備え
るフラッシュ型蒸発濃縮装置であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記
載の有機物含有廃水処理システムである。
　　［５］請求項５に係る発明は、前記蒸発乾燥器は、前記蒸発器により得られた濃縮水
および前記余剰汚泥回収配管により濃縮水に混合された余剰汚泥を乾燥空間内に設けられ
た複数のディスクの表面で乾燥する多板層型乾燥器であることを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の有機物含有廃水処理システムである。
　　［６］請求項６に係る発明は、前記活性汚泥装置により得られる処理水を、前記蒸発
器または前記凝縮器の洗浄水として用いることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１
項に記載の有機物含有廃水処理システムである。
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【０００６】
　　［７］請求項７に係る発明は、木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水の処理方
法であって、木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水を加熱することにより蒸発濃縮
するとともに、蒸発させた気体を凝縮する蒸発濃縮工程と、前記蒸発濃縮工程により得ら
れる凝縮水を活性汚泥により処理する活性汚泥処理工程とを有し、前記活性汚泥処理工程
で発生する余剰汚泥の少なくとも一部を前記蒸発濃縮工程により得られた濃縮水と混合し
、前記蒸発濃縮工程において得られた濃縮水と、濃縮水に混合された余剰汚泥とを、蒸発
乾燥することを特徴とする有機物含有廃水の処理方法である。
　　［８］請求項８に係る発明は、前記活性汚泥処理工程は、前記凝縮水中の有機物を前
記活性汚泥中の微生物によって分解する生物処理と、当該生物処理された当該凝縮水と当
該活性汚泥とを多孔性中空糸を構成部材とする膜濾過ユニットによって分離する固液分離
処理と、を有することを特徴とする請求項７に記載の有機物含有廃水の処理方法である。
　　［９］請求項９に係る発明は、前記蒸発濃縮工程において、循環ポンプを用いて前記
有機物含有廃水の一部を蒸発器から抜き取り、加熱器を経由して再び当該蒸発器に供給す
ることを特徴とする請求項７又は８に記載の有機物含有廃水の処理方法である。
　　［１０］請求項１０に係る発明は、前記蒸発濃縮工程において得られた濃縮水および
濃縮水に混合された余剰汚泥を、乾燥空間内に設けられた複数のディスクの表面で乾燥す
ることを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載の有機物含有廃水の処理方法で
ある。
　　［１１］請求項１１に係る発明は、前記活性汚泥処理工程により得られる処理水を、
前記蒸発濃縮工程にて使用される蒸発器または凝縮器の洗浄水として用いることを特徴と
する請求項７乃至９のいずれか１項に記載の有機物含有廃水の処理方法である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、多量のエネルギーを加えることなく廃水を減容化するとともに、放流
や再利用に適した良質の処理水を得ることができる。
　また、本発明によれば、蒸発装置において飛沫同伴があっても、膜分離活性汚泥装置に
よって凝縮水中の有機物濃度を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】有機物含有廃水処理システムの第１の実施形態を説明する概略図である。
【図２】有機物含有廃水処理システムの第２の実施形態を説明する概略図である。
【図３】有機物含有廃水処理システムの第３の実施形態を説明する概略図である。
【図４】有機物含有廃水処理システムの第４の実施形態を説明する概略図である。
【図５】有機物含有廃水処理システムの第５の実施形態を説明する概略図である。
【図６】従来の有機物含有廃水処理の一例を説明する概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。尚、本発明は、以下の実施の形態
に限定されるものではなく、その要旨の範囲内で種々変形して実施することが出来る。ま
た、使用する図面は本実施の形態を説明するためのものであり、実際の大きさを表すもの
ではない。
【００１０】
（第１の実施形態）
　図１は、有機物含有廃水処理システムの第１の実施形態を説明する概略図である。
　図１に示す有機物含有廃水処理システム１は、外部から導入される木材チップの蒸煮排
水等の有機物含有廃水（被処理水）を貯留する原水槽１０と、原水槽１０に貯留された被
処理水を蒸発濃縮処理する蒸発濃縮装置２０とを有している。蒸発濃縮装置２０は、被処
理水を加熱することにより蒸発濃縮する蒸発器２１と蒸発器２１によって蒸発させた気体
を凝縮する凝縮器２２とから構成されている。さらに、蒸発濃縮装置２０の凝縮器２２に
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より得られる凝縮水に含まれた有機物を活性汚泥により処理する活性汚泥装置３０を有し
ている。
【００１１】
　次に、有機物含有廃水処理システム１の処理の流れを説明する。
　図１に示すように、有機物含有廃水（被処理水）は、外部から配管１１を介して原水槽
１０に導入され貯留される。原水槽１０に貯留された被処理水は、配管１２を介して、先
ず蒸発濃縮装置２０の蒸発器２１に供給され、加熱によって蒸発処理される。
　蒸発器２１による蒸発処理で蒸発した気体は、凝縮器２２による凝縮処理で凝縮水とな
り、配管２５を介して活性汚泥装置３０に供給される。
【００１２】
　活性汚泥装置３０では、凝縮器２２から導入された凝縮水中の有機物を活性汚泥中の微
生物によって分解する生物処理が行われる。凝縮水中の有機物含有量は生物処理により低
減し、放流または再利用に適した良質な処理水として系外に排出される。また、活性汚泥
による生物処理で生じた余剰汚泥は、系外に取り出され、処分される。
　尚、活性汚泥装置３０により処理された処理水は、そのまま放出される以外に、例えば
、蒸発濃縮装置２０の蒸発器２１や凝縮器２２の洗浄水等としての再利用が可能である。
　一方、蒸発器２１の蒸発処理により、被処理水と比較して減容化された濃縮水が得られ
る。濃縮水は配管２６を介して系外に取り出され、産業廃棄物として、残存固形分の回収
や燃焼処理等が行われる。
　次に、有機物含有廃水処理システム１を構成する各装置について説明する。
【００１３】
（蒸発濃縮装置２０）
　蒸発濃縮装置２０は、特に限定されず、例えば、一般廃水の減容化、濃縮回収等の目的
で使用されている公知の装置を用いることができる。例えば、蒸発器や蒸発方式の分類で
は、ジャケット型、カランドリア型、強制循環式フラッシュ型、薄膜上昇流型、薄膜下降
流型等が挙げられる。電熱部の形状による分類では、例えば、プレート型、垂直管型、水
平管型等が挙げられる。さらに、大型の装置としては、多段フラッシュ型、多重効用型等
が上げられる。
【００１４】
　具体的には、竪チューブ型蒸発器を備えたＶＦＣ型蒸発濃縮装置（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　
Ｔｕｂｅ　Ｆａｌｌｉｎｇ－ｆｉｌｍ　Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｏｒ）、外部に設けた加熱
器によって循環ポンプで循環される被処理液を加熱し蒸発缶に入ったところでフラッシュ
蒸発させるＦＦＣ型蒸発濃縮装置（Ｆｏｒｃｅｄ－Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ　Ｆｌａｓｈ
　Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｏｒ）、竪チューブ型の蒸発器内加熱部を備えチューブ外側の熱
源によって被処理液をチューブ内で沸騰撹拌させるＶＲＣ型蒸発濃縮装置（Ｖｅｒｔｉｃ
ａｌ　Ｔｕｂｅ　Ｒｉｓｉｎｇ－ｆｉｌｍ　Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｏｒ）等が挙げられる
。
　本実施の形態では、蒸発濃縮装置２０として、強制循環式フラッシュ型蒸発濃縮装置で
あるＦＦＣ型蒸発濃縮装置を使用している。強制循環式フラッシュ型蒸発濃縮装置は、有
機物含有廃水（被処理水）の処理において、活性汚泥装置３０から生じる余剰汚泥を含め
、比較的汚れに強く洗浄しやすい点で好適である。
【００１５】
（活性汚泥装置３０）
　活性汚泥装置３０は、通常、活性汚泥中の好気性微生物に酸素を与えて被処理水中の有
機物を分解する生物処理が行われる曝気槽（図示せず）を備えている。方式により、例え
ば、標準活性汚泥法、長時間エアーレーション法、オキシデーションディッチ（ＯＤ）法
、ステップエアーレーション法、膜分離活性汚泥法等が挙げられる。
　本実施の形態では、活性汚泥装置３０としては、膜分離活性汚泥法による有機物含有廃
水の処理が行われる膜分離活性汚泥装置が好ましい。膜分離活性汚泥法は、生物処理と膜
濾過による物理処理を組み合わせた処理法である。その種類は、活性汚泥槽の中に直接精



(6) JP 5901924 B2 2016.4.13

10

20

30

40

50

密濾過膜や限外濾過膜を浸漬して処理水をポンプで吸引濾過する方法、精密濾過膜または
限外濾過膜を活性汚泥槽の外部に設置し、活性汚泥をポンプで外部循環させながら加圧濾
過する方法が挙げられる。
【００１６】
　本実施の形態では、膜分離活性汚泥装置において、有機物を含有する凝縮水中に空気を
送り込む散気装置と分離膜を備えた同じ曝気槽内で、凝縮水中の有機物を活性汚泥中の微
生物によって分解する生物処理と分離膜による固液分離処理とが行われる。通常、曝気槽
には膜濾過ユニットが浸漬して配置されている。膜濾過ユニットには、中空糸膜を用いる
タイプと平膜を用いるタイプがある。中空糸膜を用いる膜濾過ユニットは、平膜を用いる
膜濾過ユニットに比べて、膜の集積密度が高いのでユニットがコンパクトであり、曝気空
気量が少ない利点があり、本実施の形態に好適である。
【００１７】
　この中空糸膜を用いる膜濾過ユニットは、通常、多数の多孔性中空糸膜を同一平面上に
平行に並べたシート状の中空糸膜エレメントを、所要の間隔をおいて複数枚並べて得られ
る中空糸膜モジュールと、この中空糸膜モジュールの下方に配された散気発生装置とを備
えている。中空糸膜モジュールは、複数枚の中空糸膜エレメントからなる、全体の形状が
略直方体を呈している。中空糸膜エレメントを用いる中空糸膜モジュールの材料としては
、例えば、セルロース、ポリオレフィン、ポリスルホン、ＰＶＤＦ（ポリビニリデンフロ
ライド）、ＰＴＦＥ（ポリ四フッ化エチレン）、セラミックス等が挙げられる。
【００１８】
　尚、膜分離活性汚泥処理装置は、原水を曝気槽において活性汚泥により生物学的に浄化
する。ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）に換算される有機物は、膜濾過ユニットの散気管
から放出される空気により好気的に酸化され分解される。
【００１９】
（第２の実施形態）
　図２は、有機物含有廃水処理システムの第２の実施形態を説明する概略図である。第１
の実施形態と同様な構成については同じ符号を付し、その説明を省略する。
　図２に示す有機物含有廃水処理システム２は、図１に示す有機物含有廃水処理システム
１と同様に、原水槽１０、蒸発器２１と凝縮器２２とから構成された蒸発濃縮装置２０、
活性汚泥装置３０を有している。さらに、蒸発濃縮装置２０の蒸発器２１により減容され
た濃縮水を貯留する濃縮水槽４０と、濃縮水槽４０に貯留された濃縮水を蒸発乾燥処理す
る蒸発乾燥器５０とを備えている。
【００２０】
　有機物含有廃水処理システム２では、凝縮器２２により生じた凝縮水に含まれる有機物
を活性汚泥装置３０により処理するルートとは別に、蒸発器２１により減容された濃縮水
に含まれる有機物等は、蒸発乾燥器５０により乾燥処理される。
　蒸発乾燥器５０としては特に限定されず、例えば、ドラムドライヤやディスクドライヤ
等の間接加熱式蒸発装置が挙げられる。本実施の形態では、ディスクドライヤが好ましく
、特に、乾燥空間内に設けられた複数のディスクの表面で乾燥する多板層型乾燥器を用い
ることが好ましい。
【００２１】
　有機物含有廃水処理システム２では、蒸発器２１により減容された濃縮水は、配管２６
を介して濃縮水槽４０に送られ貯留され、その後、配管４５を介して蒸発乾燥器５０に供
給される。蒸発乾燥器５０では、濃縮水中の水分及び蒸発性有機成分をさらに蒸発させる
と共に、加熱表面に残存する固形物を回収され、産業廃棄物として廃棄される。蒸発した
有機物を含む排気は燃焼させて無害化される。
【００２２】
（第３の実施形態）
　図３は、有機物含有廃水処理システムの第３の実施形態を説明する概略図である。第１
の実施形態と同様な構成については同じ符号を付し、その説明を省略する。
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　図３に示す有機物含有廃水処理システム３は、図１に示す有機物含有廃水処理システム
１と同様に、原水槽１０、蒸発器２１と凝縮器２２とから構成された蒸発濃縮装置２０、
活性汚泥装置３０を有している。さらに、活性汚泥装置３０で発生する余剰汚泥の少なく
とも一部を、有機物含有廃水（被処理水）が貯留された原水槽１０に供給し、被処理水と
混合するための第１の回収配管３６を有している。
【００２３】
　活性汚泥装置３０で発生する余剰汚泥は、一般に含水率が高い（約９９％）ので、シッ
クナー（沈降槽）による濃縮や脱水機による脱水が必要である。しかしながら、本実施形
態では、活性汚泥装置３０で発生する余剰汚泥を原水槽１０又は、後述するように濃縮水
槽４０に供給することによって、シックナー及び脱水機の設置が不要となる。
　尚、余剰汚泥の供給先としては、原水槽１０又は濃縮水槽４０のいずれでもよいが、原
水（被処理水）のほうが濃縮水より量が多く余剰汚泥の混合による影響が少ない。したが
って、濃縮水槽４０より原水槽１０が好ましい。
【００２４】
（第４の実施形態）
　図４は、有機物含有廃水処理システムの第４の実施形態を説明する概略図である。第１
の実施形態及び第２の実施形態と同様な構成については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
　図４に示す有機物含有廃水処理システム４は、図１に示す有機物含有廃水処理システム
１と同様に、原水槽１０、蒸発器２１と凝縮器２２とから構成された蒸発濃縮装置２０、
活性汚泥装置３０を有している。さらに、図２に示す有機物含有廃水処理システム２と同
様に、蒸発濃縮装置２０の蒸発器２１により減容された濃縮水を貯留する濃縮水槽４０と
、濃縮水槽４０に貯留された濃縮水を蒸発乾燥処理する蒸発乾燥器５０とを備えている。
　図４に示すように、有機物含有廃水処理システム４は、活性汚泥装置３０で発生する余
剰汚泥の少なくとも一部を、有機物含有廃水（被処理水）が貯留された原水槽１０に供給
し、被処理水と混合するための第１の回収配管３６を有している。これにより、余剰汚泥
を脱水処理するためのシックナー（沈降槽）等の設置が不要となる。
【００２５】
（第５の実施形態）
　図５は、有機物含有廃水処理システムの第５の実施形態を説明する概略図である。第１
の実施形態及び第２の実施形態と同様な構成については同じ符号を付し、その説明を省略
する。
　図５に示す有機物含有廃水処理システム５は、図１に示す有機物含有廃水処理システム
１と同様に、原水槽１０、蒸発器２１と凝縮器２２とから構成された蒸発濃縮装置２０、
活性汚泥装置３０を有している。さらに、図２に示す有機物含有廃水処理システム２と同
様に、蒸発濃縮装置２０の蒸発器２１により減容された濃縮水を貯留する濃縮水槽４０と
、濃縮水槽４０に貯留された濃縮水を蒸発乾燥処理する蒸発乾燥器５０とを備えている。
　図５に示すように、有機物含有廃水処理システム５は、活性汚泥装置３０で発生する余
剰汚泥の少なくとも一部を、蒸発器２１により得られた濃縮水を貯留する濃縮水槽４０に
供給し、濃縮水と混合するための第２の回収配管３７を有している。これにより、余剰汚
泥を脱水処理するためのシックナー（沈降槽）等の設置が不要となる。濃縮水槽４０内で
濃縮水と混合された余剰汚泥は、濃縮水とともに配管４５を介して蒸発乾燥器５０に供給
され、蒸発乾燥処理により減容され、固形物は産業廃棄物として処分される。
【００２６】
　本実施の形態の有機物含有廃水処理システムが適用可能な有機物含有廃水は特に限定さ
れない。例えば、木材チップの蒸煮排水、顔料・インク廃水、切削・研磨廃水、高濃度界
面活性剤含有廃水等の洗浄廃水、めっき廃水等が挙げられる。特に、ＣＯＤが５，０００
～１００，０００ｐｐｍの高濃度有機物含有廃水の処理に好適である。
【００２７】
　本実施の形態が適用される有機物含有廃水処理システムによれば、蒸発濃縮装置２０に
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おいて、廃水を加熱中に生じた突沸や発泡による飛沫同伴があっても、凝縮水中に混入し
た有機物を、活性汚泥装置３０によって処理することにより、活性汚泥装置３０を設けな
い従来の装置と比較して、有機物濃度を低減できる。また、蒸発濃縮装置２０における蒸
発・濃縮・凝縮処理により有機物濃度が低減した凝縮水を活性汚泥装置３０に導入するこ
とにより、蒸発濃縮処理を行わない場合と比較して、活性汚泥による生物処理の負担を軽
減し、効率的に放流や再利用に適した処理水が得られる。
【００２８】
　特に、活性汚泥装置３０として膜分離活性汚泥装置を用いると、同一の槽（曝気槽）内
において凝縮水中の有機物を活性汚泥中の微生物によって分解する生物処理と、生物処理
された凝縮水と活性汚泥とを多孔性中空糸を構成部材とする膜濾過ユニットによって分離
する固液分離処理とを行うことができる。これにより、標準活性汚泥処理と比較して、装
置の規模をコンパクトにできるとともに、良質の処理水を得ることができる。
【００２９】
　また、蒸発濃縮装置２０により被処理水は減容化される。そして、減容化された濃縮水
を蒸発乾燥器５０に導入することにより、減容化処理を行わない場合と比較して、蒸発乾
燥器５０による蒸発乾燥処理に要するエネルギー（スチーム使用量、電力使用量）が低減
する。これにより、多量のエネルギーを加えることなく有機物含有廃水から生じる産業廃
棄物の処理を行うことができる。
【実施例】
【００３０】
　以下、実施例及び比較例に基づき本発明をより具体的に説明する。尚、本発明はその要
旨を超えない限り以下の実施例に限定されない。
【００３１】
（実施例１）
　木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水を、第４の実施態様（図４）が適用される
有機物含有廃水処理システム４により、以下の条件で処理した。
　先ず、木材チップの蒸煮排水を含み、水温２０°Ｃの有機物含有廃水（被処理水：ｐＨ
中性）を、配管１１を介して４０ｍ３／ｄ（ｄａｙ）の条件で原水槽１０に導入した。被
処理水に関するデータは以下の通りである。
・ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）：３，３００ｐｐｍ
・ＣＯＤ（化学的酸素要求量）：７８，０００ｐｐｍ
・全窒素含有量：１８０ｐｐｍ
・全リン含有量：３０ｐｐｍ
・懸濁物質含有量：７，７００ｐｐｍ
【００３２】
　次に、配管１２を介し、原水槽１０中の被処理水を４０ｍ３／ｄの条件で蒸発濃縮装置
２０に供給し、下記の条件で蒸発濃縮処理を行った。蒸発濃縮装置２０として、強制循環
型フラッシュ蒸発濃縮装置（カツラギ工業株式会社製）を使用した。
・スチーム（圧力０５ＭＰａＧ）使用量：２０．６ｔｏｎ／ｄ（８５７ｋｇ／ｈ×２４ｈ
／ｄ）
・電力（２００Ｖ、６０Ｈｚ、３φ）使用量：２６．６ｋＷｈ／ｄ
・冷却水流量：９０ｍ３／ｈ
　その結果、蒸発器２１より５．７ｍ３／ｄの濃縮水が得られ、蒸発濃縮装置２０に供給
された被処理水の（１／７）の容積に減容化された。また、凝縮器２２より５４．９ｍ３

／ｄの凝縮水が得られた。
【００３３】
　続いて、蒸発濃縮装置２０の凝縮器２２より得られた凝縮水を、配管２５を介し、５４
９ｍ３／ｄの条件で活性汚泥装置３０に供給した。活性汚泥装置３０には、凝縮水中の有
機物を活性汚泥中の微生物によって分解する生物処理と膜濾過ユニット（三菱レイヨン株
式会社製）（図示せず）の分離膜による固液分離処理とが行われる曝気槽（図示せず）が
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備えられている。ここで、活性汚泥装置３０の曝気槽の容量は１０ｍ３である。膜濾過ユ
ニットは、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）製中空糸を構成部材とする分離膜を１０枚
用いている。分離膜１枚の膜面積は１５ｍ２であり、膜濾過ユニット全体の膜面積は１５
０ｍ２である。また、膜濾過ユニットによる凝縮水の濾過ＬＶは０．４ｍ／ｄである。尚
、活性汚泥装置３０に供給する凝縮水のＢＯＤは１７０ｐｐｍである。
　その結果、活性汚泥装置３０の活性汚泥による生物処理と分離膜による固液分離処理と
がなされた凝縮水（処理水）のＢＯＤは２０ｐｐｍ未満に低下した。
　尚、活性汚泥装置３０の電力（２００Ｖ、６０Ｈｚ、３φ）使用量は、１２０ｋＷｈ／
ｄである。
【００３４】
　一方、蒸発濃縮装置２０の蒸発器２１より得られた濃縮水を、配管２６を介して濃縮水
槽４０に貯留し、その後、配管４５を介し、５．７ｍ３／ｄの条件で蒸発乾燥器５０に供
給した。蒸発乾燥器５０として、多板層型乾燥器（株式会社西村鐵工所製）を使用した。
蒸発乾燥器５０の運転条件は以下の通りである。
・スチーム（圧力０．５ＭＰａＧ）使用量：７．４ｔｏｎ／ｄ
・電力（２００Ｖ、６０Ｈｚ、３φ）使用量：１７０ｋＷｈ／ｄ（７．１ｋＷ×２４ｈ／
ｄ）
　その結果、２ｔｏｎ／ｄの乾燥物が産業廃棄物として得られた。
【００３５】
　尚、活性汚泥装置３０の活性汚泥による生物処理により生じた余剰汚泥（含水率９９％
）を、第１の回収配管３６を介し、０．２ｍ３／ｄの条件で原水槽１０へ移送した。結果
を表１にまとめた。
【００３６】
【表１】

【００３７】
　表１に示す結果から、本実施の形態が適用される有機物含有廃水処理システム４によれ
ば、蒸発濃縮装置２０で得られた凝縮水中に混入した有機物を、活性汚泥装置３０によっ
て処理することにより、有機物濃度を低減できる。また、蒸発濃縮装置２０における蒸発
・濃縮・凝縮処理により有機物濃度が低減した凝縮水を活性汚泥装置３０に導入すること
により、活性汚泥による生物処理の負担を軽減し、効率的に処理水が得られる。
【００３８】
（比較例１）
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　木材チップの蒸煮排水を含む有機物含有廃水を、図６に示した従来の有機物含有廃水処
理に基づき、以下の条件で処理した。
　図６は、従来の有機物含有廃水処理の一例を説明する概略図である。従来の有機物含有
廃水処理では、有機物含有廃水（被処理水）は配管１０１を介して原水槽１００に導入さ
れる。原水槽１００の被処理水は、所定の条件で配管１０２を介して蒸発乾燥器２００に
供給されて蒸発乾燥処理される。蒸発乾燥器２００により処理された被処理水の蒸発物は
ベント配管２０１を介し、排気として大気中に放出される。また、減容された濃縮水は廃
棄配管２０２により産業廃棄物として廃棄処理操作に送られる。
【００３９】
　先ず、実施例１と同様に、木材チップの蒸煮排水を含み、水温２０°Ｃの有機物含有廃
水（被処理水：ｐＨ中性）を、配管１０１を介して４０ｍ３／ｄ（ｄａｙ）の条件で原水
槽１００に導入した。
　続いて、配管１０２を介し、原水槽１００中の被処理水を４０ｍ３／ｄの条件で蒸発乾
燥器２００に供給し、下記の条件で蒸発乾燥処理を行った。蒸発乾燥器２００として、実
施例１と同様に、多板層型乾燥機（株式会社西村鐵工所製）を使用した。蒸発乾燥器２０
０の運転条件は以下の通りである。
【００４０】
・スチーム（圧力０．５ＭＰａＧ）使用量：５２ｔｏｎ／ｄ
・電力（２００Ｖ、６０Ｈｚ、３φ）使用量：１，２００ｋＷｈ／ｄ（５０ｋＷ×２４ｈ
／ｄ）
　その結果、２ｔｏｎ／ｄの乾燥物が産業廃棄物として得られた。なお、蒸発乾燥器２０
０の運転に使用したユーティリティ使用量（スチーム使用量、電力使用量）を、実施例１
の結果と併記して表２にまとめた。
【００４１】
【表２】

【００４２】
　表２に示す結果から、蒸発濃縮装置２０により被処理水に減容化処理を行う場合（実施
例１：第４の実施の形態）と比較して、蒸発乾燥器５０による蒸発乾燥処理に大量のエネ
ルギー（スチーム使用量、電力使用量）が必要であることが分かる。
【符号の説明】
【００４３】
１，２，３，４，５…有機物含有廃水処理システム、１０，１００…原水槽、２０…蒸発
濃縮装置、２１…蒸発器、２２…凝縮器、３０…活性汚泥装置、３６…第１の回収配管、
３７…第２の回収配管、４０…濃縮水槽、５０，２００…蒸発乾燥器
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